










実際、市場全体が 2005 年に 37 兆 2,166 億円、2015
年には 32 兆 838 億円と 10 年の間に 14％減退する一
方、子供服市場は 2008 年のリーマンショック後に
大きな落ち込みが見られたものの、2010 年に底を打
ち、9,810 億円だった 2005 年との比較では、2015 年






















A Study on the Evolution of the Children’s Wear in the Japanese Market
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Overall the Japanese fashion industry is in decline, however the children’s fashion market has 
been relatively steady compared with other fashion categories. One of the reasons for this situation 
is due to the creation of a new category, which is not similar to the old style, in the children’s 
fashion market. This model of children's wear is quite similar model to the adult one (its material 
and design etc.).
This paper tries to distinguish how the children’s fashion phenomenon developed in the market 
from a historical point of view. One of the turning-points was Fast Fashion and the development 
of the shopping-center (SC) after 2000. The dramatic change of the relationship with the retailers 
influenced product development for apparel makers.
Also, new parents who are fashion oriented have lead the new trend to the masses. This 
phenomenon is not a simple fashion trend. This paper tells why this trend is irreversible by viewing 
it from an historical point of view.
Key words： Fashion Business（ファッションビジネス），Children’s Wear（子供服），Japanese Fashion 
Market（日本のファッション市場），Apparel（アパレル），Retail Business（小売業）
 

























































































　これらの D.C. ブランドでは、1970 年代後半には、
























































































































の数は 3,211 施設にも及び（2016 年現在）、今なお年















10 年である（表 2）。特に『AEON MALL』は、2003











開業年 ららぽーと AEON MALL 開業年 ららぽーと
AEON 
MALL
2003年以前 1 45 2011年 0 3
2004年 1 11 2012年 0 1
2005年 0 7 2013年 0 6
2006年 2 12 2014年 1 7
2007年 1 9 2015年 4 5
2008年 0 9 2016年 1 4
2009年 1 2 2017年 0 3
2010年 0 4 合計 12 128
 各社ホームページを元に筆者作成
４．日本のメーカーの対応
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４－１．ファミリー向けの業態開発
　SC の増加に対応すべく、日本の SPA 企業において








1999年 Green label relaxing（ユナイテッドアローズ）
2001年 GLOBAL WORK（アダストリア）
2004年
earth music & ecology（ストライプインターナショナル）、
Ciaopanic TYPY（パル）
















































国内店舗数は 192 店舗（2017 年 2 月現在）であり、
主に SC に出店している。
　2001 年に、初めて SC 用のファミリー向け業態を開





































































































119 億円と 20 年の間に半減し、現在なお、減少傾向











































































1 ） 本稿は、在塚実季の 2015 年度卒業研究論文『子供服の
大人化』に、その後の市場の変化や動向を踏まえて加
筆・修正を加えたものである。在塚の研究成果は 2015 年











では 2006 年の 2,198 円から 2014 年の 1,953 円と 12％の減
少が見られるものの、購入点数は 2014 年で 3.62 着と約
104％と増えていることから、一点当たりの単価が減少し
ていることからも低価格化の影響が窺える。












9） 『ZARA』、『H&M』の店舗数は、いずれも 2017 年 9 月現
在のものである。






10） 『GLOBAL WORK』は 2015 年 10 月 8 日（応対者／石川









1 ） 『ARCH & LINE』ホームページ （Accessed, 9.10, 2017）
（http://arch-and-line.jp/）
2） 『AEON MALL』ホームページ「モール一覧」（Accessed, 
8.20, 2017）（http://www.awonmall.com/shoplist.html）
3）伊藤忠商事（2006）：『繊維月報』Vol.559、5
4 ） Instagram アカウント＠ hiroaoaoao：4.5, 10.4, 10.13, 2017 








8） 菅宮健、伊月真由美（1997）：幼児を持つ母親の DC ブ
ランド子供服に対する態度、北海道教育大学紀要（第 2
部 C）第 44 巻第 1号、1-10
9 ）『sesami』（1975）、創刊号（Autumn & Winter 号）
10）『ZARA Japan』ホームページ（Accessed, 9.1, 2017）
　　（https://www.zara.com/jp/）
11） 『繊研新聞』：（11.12, 2013、10.15, 2014、6.20, 6.21, 6.23, 









15） 『日経流通新聞』：6.10, 1982、9.30, 2013、8.22, 2016、8.7, 
2017
16） 『日本ショッピングセンター協会』ホームページ：「我が
国 SC の概況」（Accessed, 8.30, 2017）（http://www.jcsc.or.jp）
17） 平石芳和（1974）：『婦人子供服産業発展史－ツルシから
プレタポルテまで』服飾通信社
18）『婦人の友』（1973）第 67 巻第 8号、183、第 11 号、189
19） 『MIKI HOUSE』（Accessed, 9.1, 2017）（https://www.
mikihouse.co.jp）
20）『三井不動産』ホームページ「商業施設一覧」







〔原著論文〕実践女子大学　生活科学部紀要第 55 号，2018 25
